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内容： 

 膜タンパク質の立体構造は，３次元結晶や極低温の電子顕微鏡で得られているた

めに，“硬い”描像として捉えられがちである。しかし，膜タンパク質は，生理的な条件

である室温では，柔らかい細胞膜つまり“油”の中に浮かびその状態で働いている。

すなわち，むしろ“柔らかい”構造と考えるべきである。ここでは，固体高分解能ＮＭＲ

によるそのような膜タンパク質の動的構造研究の手段を述べ，そこで得られる結果を，

プロトンポンプであるバクテリオロドプシンを中心に説明する。さらに，バクテリアの光

走性タンパク質であるフォボロドプシン，およびトランスデューサーとの相互作用，膜

酵素ジアシルグリセロールキナーゼなどへの応用例についても論じる。また，固体高

分解能 NMR の応用性についても言及する。 

 

 

 


